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（
質
問
の 

一
一
） 

答

弁

第

一

一

号 
   

衆
議
院
議
員
渡
辺
三
郎
君
提
出
バ
ル
ブ
産
業
の
安
定
と
労
働
者
の
雇
用
、
生
活
保
障
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
一
一
号 

昭
和
五
十
四
年
四
月
六
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
渡
辺
三
郎
君
提
出
バ
ル
ブ
産
業
の
安
定
と
労
働
者
の
雇
用
、
生
活
保
障
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

株
式
会
社
前
中
製
作
所
等
六
社
の
現
状
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

(一 ) 

株
式
会
社
前
中
製
作
所
に
つ
い
て 

当
該
会
社
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
五
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
商
法
第
三
百
八
十
一
条
に
基

づ
く
整
理
開
始
の
申
立
て
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
整
理
開
始
の
申
立
て
時
百
八
十
六
名
い
た
従
業
員
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
末
日
現
在
、
五
十

七
名
と
な
つ
て
お
り
、
賃
加
工
を
主
体
に
生
産
を
継
続
し
て
い
る
。 

(二 ) 

和
田
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
に
つ
い
て 



(四 ) 

ウ
ツ
エ
バ
ル
ブ
株
式
会
社
に
つ
い
て 

(三 ) 

岡
村
バ
ル
ブ
工
業
株
式
会
社
に
つ
い
て 

当
該
会
社
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
日
、
大
津
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
和
議
法
第
十
二
条
に
基
づ
く

和
議
開
始
申
立
て
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
同
裁
判
所
が
選
任
し
た
整
理
委
員
が
、
当
該
会
社

の
資
産
、
負
債
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
。 

な
お
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
日
に
保
全
管
理
人
及
び
労
働
組
合
に
よ
る
労
使
協
議
会
が
発
足
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

当
該
会
社
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
会
社
更
生
法
第
三
十
条
に
基

づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
同
裁
判
所
に
お
い
て
更
生
手
続
開
始

決
定
の
可
否
に
つ
い
て
審
理
中
で
あ
る
。 

会
社
側
は
、
再
建
案
を
労
働
組
合
に
提
示
し
た
が
、
労
働
組
合
の
合
意
を
得
る
に
は
至
つ
て
い
な
い
。 

四 

 



(六 ) 

東
亜
バ
ル
ブ
株
式
会
社
に
つ
い
て 

(五 ) 

岡
野
バ
ル
ブ
製
造
株
式
会
社
に
つ
い
て 

当
該
会
社
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
四
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
会
社
更
生
法
第
三
十
条
に

基
づ
ぐ
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
同
裁
判
所
に
お
い
て
更
生
手
続
開

始
決
定
の
可
否
に
つ
い
て
審
理
中
で
あ
る
。 

当
該
会
社
に
お
い
て
は
、
売
上
げ
が
ピ
ー
ク
時
に
比
し
相
当
程
度
低
下
し
て
お
り
、
そ
の
早
急
な
改
善

も
期
待
で
き
な
い
と
の
見
通
し
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
労
使
間
で
会
社
立
て
直
し
の
た
め
の
話
合

い
を
行
い
、
希
望
退
職
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
日
、
百

三
十
二
名
が
希
望
退
職
し
た
。 

当
該
会
社
に
お
い
て
は
、
売
上
げ
が
ピ
ー
ク
時
に
比
し
相
当
程
度
低
下
し
て
お
り
、
そ
の
早
急
な
改
善

も
期
待
で
き
な
い
と
の
見
通
し
か
ら
、
希
望
退
職
者
の
募
集
を
過
去
二
回
実
施
し
た
が
、
い
ず
れ
も
募
集 

五 

 



二
に
つ
い
て 

2 
「
弁
又
は
そ
の
附
属
品
の
製
造
業
」
を
円
相
場
高
騰
関
連
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
第
三
条
第
一
項
第
一

号
の
業
種
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
岡
村
バ
ル
ブ
工
業
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
関
連
下
請
中
小
企
業
の
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
倒

産
企
業
に
指
定
し
た
。 

合
理
化
に
伴
う
労
働
条
件
の
変
更
は
、
関
係
労
使
に
お
い
て
十
分
話
し
合
つ
た
上
で
行
う
べ
き
も
の
と
考
え

る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
に
も
、
労
働
基
準
法
等
の
法
令
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
に
応
じ
指
導
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
岡
村
バ
ル
ブ
工
業
株
式
会
社
の
関
連
下
請
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
倒
産

は
発
生
し
て
い
な
い
。 

人
員
を
大
幅
に
下
回
つ
た
た
め
、
現
在
、
追
加
募
集
に
つ
い
て
労
使
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

六 

 



三
に
つ
い
て 

な
お
、
中
長
期
的
観
点
か
ら
バ
ル
ブ
業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
特
定
機
械
情
報
産
業
振
興
臨
時
措
置
法
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
機
器
と
し
て
「
弁
」
を
指
定
し
、
バ
ル
ブ
の
性
能
又
は
品
質
の
向
上
、
生
産
費
の
低
下
等

を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
景
気
回
復
策
を
進
め
る
こ
と
と
併
せ
て
、
倒
産
企
業
等
か
ら
の
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
に
関

し
て
は
、
職
業
指
導
、
職
業
紹
介
等
を
実
施
し
、
そ
の
雇
用
の
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

バ
ル
ブ
業
界
全
体
の
景
気
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
倒
産
企
業
の
再
建
、
従
業
員
の
雇
用
安
定
、
福
祉
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
ブ
の
需
要
の
回
復
と
バ
ル
ブ
業
界
の
収
益
の
改
善
に
不
可
欠
な
内

需
の
拡
大
を
通
じ
た
景
気
全
体
の
回
復
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

バ
ル
ブ
業
界
に
お
け
る
経
営
悪
化
の
要
因
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
民
間
設
備
投
資
の
冷
え
込
み
等
に
よ
る

需
要
の
激
減
と
、
受
注
を
巡
る
業
界
内
の
競
争
激
化
に
よ
る
収
益
の
低
下
と
考
え
ら
れ
る
。 

七 

 



 

八 
四
に
つ
い
て 

関
係
都
道
府
県
と
も
連
携
を
取
り
つ
つ
、
関
係
当
時
者
か
ら
適
宜
状
況
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
労
使
の

十
分
な
話
合
い
に
よ
り
円
満
な
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
要
請
を
行
つ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




